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雑
賀
と
根
来

　

中
世
の
末
期
、
今
の
和
歌
山
市
全
域

は
「
雑
賀
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
が
雑
賀
衆
で
あ
る
。
雑

賀
衆
は
鉄
砲
傭
兵
・
地
侍
（
土
豪
）
集

団
と
し
て
、
根
来
衆
と
と
も
に
、
鉄
砲

伝
来
以
後
は
そ
れ
ぞ
れ
数
千
挺
も
の
鉄

砲
で
武
装
し
て
活
躍
し
た
。

　

雑
賀
は
五
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い

た
。
中
心
に
位
置
す
る「
雑
賀
荘
」、
土

橋
は
そ
の
最
北
東
端
紀
ノ
川
右
岸
に
面

し
、
水
陸
の
要
所
に
あ
っ
た
。
和
泉
山

脈
と
紀
ノ
川
右
岸
河
口
ま
で
の
楠
見
・

松
江
・
加
太
な
ど
の「
十
ヶ
郷
」、
日
前

宮
を
中
心
と
し
た
太
田
・
秋
月
な
ど

「
宮
郷
」、
安
原
・
山
東
な
ど
の「
南
郷
」、

東
の
方
の
和
佐
・
吐
前
な
ど
の「
中
郷
」

が
あ
っ
た
。
物
事
を
決
め
た
り
裁
判
を

す
る
場
合
、
村
々
の
代
表
が
出
て
き
て

会
議
に
よ
っ
て
決
め
る
と
い
う
非
常
に

自
治
的
で
民
主
的
な
運
営
を
し
て
い

た
。

れ
た
。
根
来
・
雑
賀
衆
は
、
こ
の
こ
ろ

ど
の
よ
う
に
し
て
大
量
の
鉄
砲
を
調
達

で
き
た
の
か
、
今
も
明
確
に
分
か
っ
て

い
な
い
。

　

説
と
し
て
は
、
堺
の
外
国
人
か
ら
移

入
し
た
、
地
元
で
作
っ
た
、
他
の
地
域

か
ら
職
人
を
招
い
た
な
ど
が
言
わ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
推
測
の
域
を
出
な

い
。
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
石
は
日
本

国
内
で
は
産
出
し
な
い
。
材
料
や
原
料

を
入
手
す
る
た
め
に
雑
賀
は
経
済
的
に

豊
か
で
あ
り
海
運
も
営
ん
で
い
て
、
地

理
的
に
も
優
位
な
位
置
に
あ
っ
た
。

　

雑
賀
衆
・
根
来
衆
は
、
時
に
は
雑
賀

の
各
郷
・
郷
中
の
各
家
、
根
来
衆
の
坊
・

院
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
・
地
縁
・

血
縁
が
あ
っ
て
、
敵
・
味
方
と
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
お
お
む
ね
反
信
長
・
反
秀

吉
と
し
て
一
致
協
力
、
協
調
・
団
結
し

て
「
石
山
合
戦
」
「
信
長
の
紀
州
攻
め
」

「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」「
秀
吉
の
紀

　

こ
れ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
雑
賀
衆
の
こ
と
を

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
富
裕
な
農

夫
と
称
す
る
如
き
者
」
、
雑
賀
の
自
治

を「
共
和
国
の
よ
う
だ
」
と
述
べ
、軍
事
・

経
済
面
で
も
、
当
時
紀
北
・
大
阪
和
泉

地
方
で
寺
領
七
十
万
石
と
も
称
さ
れ
た

「
根
来
に
劣
ら
ぬ
」
と
言
わ
せ
て
い
る
。

当
時
、
根
来
寺
内
に
は
十
五
万
坪
の
敷

地
に
四
百
五
十
以
上
の
坊
院
が
あ
り
、

僧
侶
五
千
人
以
上
が
居
住
し
て
い
た
。

　

雑
賀
衆
の
各
家
か
ら
根
来
寺
内
に
塔

頭
を
建
て
、
一
族
の
者
を
院
主
、
坊
主

と
し
て
入
れ
て
い
た
。
特
に
有
名
な
家

と
し
て
は
、
雑
賀
荘
の
土
橋
氏
の
泉
識

坊
、
中
郷
の
岩
橋
氏
の
成
徳
院
、
吐
前
・

津
田
氏
の
杉
ノ
坊
で
あ
る
。

　

鉄
砲
が
種
子
島
に
伝
わ
っ
た
二
挺
の

う
ち
一
挺
を
種
子
島
の
領
主
時
堯
か
ら

譲
り
受
け
て
根
来
に
持
ち
帰
っ
た
の
が

杉
ノ
坊
、
吐
前
の
津
田
氏
で
あ
る
。

　

鉄
砲
は
根
来
か
ら
雑
賀
に
持
ち
込
ま


